
サルグマリンを使用される患者さんのためのサポートツールをご用意しています。
ぜひご活用ください。

サルグマリン
患者さんサポートのご案内

サルグマリンⓇ吸入用250μgを使用される患者さんへ

自己免疫性肺胞蛋白症の疾患や治療、
サルグマリンの製品情報や吸入療法に
関するコンテンツをご覧いただけます。
下記のURLまたは二次元コードよりアク
セスしてください。

サルグマリンによる治療を開始するに
あたって必要な準備品が不織布バッグ
にひとまとめになっています。

https://nobelpark.jp/contents/apapnavi/

サルグマリン患者サポートセンター

患者さん向けサイト
（APAPnavi）
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サルグマリン使用方法マニュアル

このマニュアルでは、サルグマリン®吸入用250μgの吸入準備についてご紹介しています。
吸入方法については、お使いになる吸入器の説明書をご参照ください。

● 肺胞蛋白症と自己免疫性肺胞蛋白症の基礎知識  2
● サルグマリンの溶解操作  ４
● サルグマリンの吸入準備  6
● サルグマリンをご使用いただく際の注意事項  7

サルグマリンⓇ吸入用250μgを使用される
患者さんへ

～吸入準備について～
監 修 : 東京医科歯科大学 保健管理センター 教授

田澤 立之 先生

本冊子の内容

サルグマリン吸入ダイアリー
本冊子は、サルグマリンによる治療を受けられる患者さんが、

吸入日時などの服薬状況を記録するためのダイアリーです。

用法・用量を守り、より良い治療を行っていくために、本冊子をお役立てください。

サルグマリンⓇ吸入用250μgを使用される

患者さんへ

監 修 : 東京医科歯科大学 保健管理センター 教授

田澤 立之
先生

サルグマリンに関する疑問やお困りごとがある場合は、 
サルグマリン患者サポートセンターまでご連絡ください。

フリーダイヤル：0120-302-185 受付時間：平日9:00～18:00
（土・日・祝日、会社休日を除く）

保冷バッグ バイアルオープナー

患者さん向け冊子

主なセット内容
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スターターキットの主なセット内容

患者さん向けサイト（APAPnavi）で視聴できる動画
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本冊子では、自己免疫性肺胞蛋
白症の患者さんが利用できる
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このマニュアルでは、サルグマリン®吸入用250μgの吸入準備についてご紹介しています。
吸入方法については、お使いになる吸入器の説明書をご参照ください。
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本冊子は2024年6月時点の情報です。

サルグマリン患者サポートセンター
サルグマリンに関する疑問やお困りごとがある場合は、
サルグマリン患者サポートセンターまでご連絡ください。
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サルグマリン
使用方法マニュアル

保冷バッグ、保冷剤

サルグマリンの使用方法 吸入準備について（約14分）

サルグマリンの使用方法 吸入方法について（約17分）

医療費助成制度に
ついてのご案内

サルグマリン
吸入ダイアリー

患者さん向け冊子

バイアルオープナー（2個）

サルグマリンの吸入準備として、「溶解操作」、「1回目の吸入準備」、
「薬液の保管」、「2回目の吸入準備」についてご紹介しています。

中田 光 先生監修

東京科学大学 保健管理センター　教授 田澤 立之 先生監修

サルグマリンの吸入方法として、「効率の良い吸入方法」、「腹式呼吸
の方法」、「吸入操作の流れ」、「薬の噴霧の様子」、「薬がなくなったと
きの様子」、「ネブライザーのお手入れ」についてご紹介しています。

幅100mm×長さ150mm×厚み22mm
210g

幅250mm×マチ170mm×高さ320mm

サルグマリンを医療機関から持ち帰る際にご利用ください。 薬剤の入ったバイアルを開封する際に
ご使用ください。

一般社団法人GM-CSF吸入推進機構 代表理事


